
渕
隷錨”餃僑ムの

決
済
シ
ス
テ
ム
の

「
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ

化
」
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
に
続
く

第
３
の
進
化
が

「イ
ン
テ
グ
レ
イ
テ

ッ
ド
化
」
で
あ
る
。
イ
ン
テ
グ
レ
イ

テ
ッ
ド

・
シ
ス
テ
ム
と
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ

Ｓ
モ
ー
ド
と

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド

・
モ
ー

ド
と

い
う

二
つ
の
決
済
機
能
を
有
す

る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を

い
う
。

こ
れ
ま
で
決
済
処
理
の
方
法
は
、

時
点
ネ

ッ
ト
決
済
や
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
な
ど

一
つ
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
イ
ン
テ
グ
レ
イ
テ
ツ
ド

・
シ
ス

テ
ム
は
、
参
加
者

（金
融
機
関
）
が

自
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
二
つ
の
モ

ー
ド
を
使
い
分
け
る
。
す
な
わ
ち
、

緊
急
性
の
高
い
支
払
い
に
つ
い
て
は

反
化
③

■
ア
ッ
ド
・シ
ス
テ
ム

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
決
済
を
行
う

「
Ｒ

Ｔ
Ｇ
Ｓ
モ
ー
ド
」
を
使
う

一
方
で
、

特
に
急
が
な
い
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

流
動
性
を
大
幅
に
節
約
で
き
る

「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド

・
モ
ー
ド
」
を
使
う
と

い
っ
た
か
た
ち
で
、
両
モ
ー
ド
を
使

い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

・
モ
ー
ド
は
、
少

な
い
流
動
性
で
決
済
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
「
流
動
性
節
約

モ

ー
ド
」
と
も
呼
ば
れ
、
同
モ
ー
ド
で

決
済
処
理
を
進
め
る
手
法
は
、
「
オ

フ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
機
能
」
と
も
呼
称

さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
図
表
１
の
よ

う
な
仕
組
み
で
あ
り
、
結
果
と
し
て

支
払
い
と
受
取
り
の
差
額
分
を
決
済

す
る
ネ

ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
の
と
同

じ
効
果
が
発
生
す
る
。
ネ

ッ
テ
ィ
ン

グ
が
い
っ
た
ん
ネ

ッ
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
算
出
し
た
う
え
で
処
理
を
行
う
の

に
対
し
、
オ
フ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

グ
ロ
ス
の
ま
ま
で
複
数
の
支
払
い
指

図
を
同
時
に
履
行
す
る
と
い
う
点
で
、

両
者
の
間
に
は
概
念
的
に
若
干
の
違

い
が
あ
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
得

ら
れ
る
結
果
は
同
じ
で
あ
り
、
参
加

者
の
立
場
か
ら
見
た
経
済
的
効
果
は

同

一
で
あ
る
。

押婚
ア
ヒ
アツ花

二
つ
の
決
済
モ
ー
ド
を
有
す
る
と

い
う
画
期
的
な
決
済
シ
ス
テ
ム
を
世

界
で
初
め
て
導
入
し
た
の
が
カ
ナ
ダ

の

「
Ｌ
Ｖ
Ｔ
Ｓ
」
で
あ
り
、
１
９
９

９
年
に
稼
働
を
開
始
し
た

（
図
表

２
）
。
Ｌ
Ｖ
Ｔ
Ｓ
に
は

「
ト
ラ
ン
シ

ェ
ー
」
と

「
ト
ラ
ン
ｒ

２
」
と
い

う
二
つ
の
決
済
モ
ー
ド
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
前
者
は
支
払
指
図
が
１
件

ご
と
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
決
済
さ
れ

る

「
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
モ
ー
ド
」
で
あ
り
、

後
者
は
参
加
者
間
で
連
続
的
な
ネ

ッ

テ
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
る

「
流
動
性
節

約
モ
ー
ド
」
で
あ

っ
た
。
Ｌ
Ｖ
Ｔ
Ｓ

を
嗜
矢
と
し
て
、
そ
の
後
多
く
の
決

済
シ
ス
テ
ム
が

「
二
つ
の
決
済
モ
ー

ド
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
よ
う
に
な
り
、

世
界
の
決
済
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。

カ
ナ
ダ
に
次
い
で
イ
ン
テ
グ
レ
イ

テ
ッ
ド
化
を
達
成
し
た
の
が
フ
ラ
ン

ス
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
９９
年
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
Ｐ
Ｎ
Ｓ
」
と
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
で
あ
る

「
Ｔ
Ｂ
Ｆ
」
と

の
間
に

一麗
澤
大
学

経
済
学
部
　
教
授

中
島

真
志
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浚 機
「流
動
性
ブ
リ
ッ
ジ
」
を
構
築
し
、

二
つ
の
決
済
シ
ス
テ
ム
間
で
流
動
性

（資
金
）
を
自
由
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
こ
の
た
め
参
加
者
か
ら

見
る
と

一
体
化
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
「
パ
リ
統

合
シ
ス
テ
ム
」
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
す
ぐ
に
追
随
し
た
の

が
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
２
０
０
１
年
に

「
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
プ
ラ
ス
」
を
稼
働
さ
せ

た
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
プ
ラ
ス
は

「
Ｅ
Ｘ
ペ

イ
メ
ン
ト
」
と

「
リ
ミ
ッ
ト
ペ
イ
メ

ン
ト
」
と
い
う
二
つ
の
モ
ー
ド
を
有

し
、
前
者
が
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
モ
ー
ド
で
、

後
者
が
流
動
性
節
約
モ
ー
ド
で
あ

っ

た
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
プ
ラ
ス
の
機
能
は
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
現
行
の

「
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ

Ｅ
Ｔ
２
」
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

単

一
通
貨

「
ユ
ー
ロ
」
の
決
済
機
能

の
高
度
化
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た

決
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
評
価
で
き
る
。

ユ
ー
ロ
の
決
済
シ
ス
テ
ム
は
、

０７

～
０８
年
に
、
第
１
世
代
の

「
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｇ
Ｅ
Ｔ
」
か
ら

第

２

世

代

の

「
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｅ

Ｔ
２
」
に
移
行

し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｇ
Ｅ
Ｔ
は
、
各

国
の
決
済
シ
ス

テ
ム
を
そ
の
ま

ま

不ヽ
ッ
ト

ワ
ー

ク
で

つ
な

い
だ

だ
け

で
あ

っ
た

が
、

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ

Ｅ
Ｔ
２
は
共
通

プ

ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム
で
決
済
処

理
を
行
う
中
央

集
権
型

の
シ
ス

テ
ム
と
な

っ
た
。

ド
イ

ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の

３
中
銀
が
協
力
し
て
シ
ス
テ
ム
構
築

を
行

い
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
プ
ラ
ス
の
高
度

な
機
能
が
そ
の
ま
ま
盛
り
込
ま
れ
た
。

Ｔ

Ａ

Ｒ

Ｇ

Ｅ

Ｔ

２

は

、

Ｒ

Ｔ

Ｇ

Ｓ

モ

ー
ド
と
流
動
性
節
約
モ
ー
ド
の
二
つ

を
有
す
る
ほ
か
、
高
度
な
流
動
性
管

理
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
先

進
的
な
イ
ン
テ
グ
レ
イ
テ
ッ
ド

・
シ

ス
テ
ム
と
な

っ
て
い
る
。

計
日
銀
ネ
ッ
ト
の

準

， 次

世

代

Ｒ

丁

Ｇ

Ｓ

わ
が
国
の
日
銀
ネ

ッ
ト
は
、

０１
年

に
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
を
行

っ
た
後
は
、
純

粋
な
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
高

度
化
を
目
指
し
た

「次
世
代
Ｒ
Ｔ
Ｇ

Ｓ
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
」
に
よ
り
０８
年
に

流
動
性
節
約
モ
ー
ド
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
ヽ
日
銀
ネ

ッ
ト
は
Ｒ
Ｔ

Ｇ
Ｓ
モ
ー
ド
と
流
動
性
節
約
モ
ー
ド

の
二
つ
の
決
済
モ
ー
ド
を
有
す
る
こ

と
に
な
り
、
イ
ン
テ
グ
レ
イ
テ
ッ
ド

・
シ
ス
テ
ム
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

た
。日

銀
ネ

ッ
ト
に
お
け
る
流
動
性
節

約
機
能
は

「
複
数
指
図
同
時
決
済
機

能
」
と
呼
ば
れ
、
二
つ
の
参
加
者
間

で
オ

フ
セ

ッ
テ
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
る

「
二
者
間
同
時
決
済
」
と
、
３
者
以

上
の
参
加
者
間
で
行
わ
れ
る

「多
者

間
同
時
決
済
」
の
２
種
類
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
海
外
の
シ
ス
テ
ム
で
は

一
つ
の
口
座
か
ら
二
つ
の
機
能
を
利

用
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
が
、
日
銀
ネ

ッ
ト
で
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
機
能
は

「通

常
口
」
を
利
用
す
る

一
方
、
流
動
性

節
約
機
能
は

「
同
時
決
済
口
」
を
使

っ
て
行
わ
れ
る
と

い
う
か
た
ち
で

「
２
回
座
制
」
を
採

っ
て
い
る
点
が

特
徴
と
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

大
口
決
済
シ
ス
テ
ム
は
、
１
日
に
１

回
だ
け
ネ

ツ
ト
決
済
を
行
う
と
い
う

単
純
な

「時
点
決
済
シ
ス
テ
ム
」
か

ら
始
ま
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
グ
ロ

ス
決
済
を
行
う

「
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
」

へ
と
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
の
後
、

頻
繁
な
ネ

ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
と
い

う

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

・
シ
ス
テ
ム
」

の
出
現
を
き

っ
か
け
に
さ
ら
な
る
進

化
を
遂
げ
た
後
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
と

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド
と

の
組
合
せ
に
よ
り
、

「
イ
ン
テ
グ
レ
イ
テ
ツ
ド

・
シ
ス
テ

ム
」

へ
と
高
度
化
を
遂
げ
て
き
た
。

わ
が
国
に
お
け
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の

進
展
も
、
こ
う
し
た
世
界
的
な
決
済

シ
ス
テ
ム
高
度
化
の
潮
流
に
よ
る
影

響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。
　

　

◇

〔図表 1〕 オフセッティングの仕組み (バイラテラルのケース)

聾

箭

〔図表 2〕 インテグレイテッド・システムの導入時期

委尾彙γ

ヒ      60のナ曽カロ                 60の力或少

,国名| 漱繁涛 :411111 :導:た時期|

カナダ BTS 1999年 2月

フランス PIS 1999年 4月

ドイッ RTGSプラス 2001年 11月

イタリア ne、汀BIREL 2004年 4月
シ ンガポール MEPSプラス 2006年 12月

EU TARGET2 2007年 11月

日本 日銀ネット (次世代RTGS) 2008年 10月

韓 国 BO【ヽヽ「きeプ ラス 2009年 4月

英国 CHPS 2013年 4月
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